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（参考１）トラブルになりやすい商法の例 
 

 
（出所：消費者庁 平成 26年版消費者白書） 
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（参考２）  

2013 年度の契約当事者年代別・性別にみた上位商品・役務等別相談件数（抄）

 

 

（出所：国民生活センター 消費生活年報 2014） 
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（参考３）高齢化関連指標 

 

図表１ 高齢化の現状 

○高齢化率が 25.1％に上昇 

 

（出所：内閣府 平成 26年版高齢社会白書） 

 

図表２ 高齢化の推移と将来推計 

○平成 72（2060）年には、2.5人に 1 人が 65 歳以上、4人に 1人が 75 歳以上 

 

（出所：内閣府 平成 26年版高齢社会白書） 
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